
 

 

 

物  質  名 1-ブタノール ＤＢ－43 

別  名 n-ブタノール、ブタノール 
n-ブチルアルコール  

CAS 番号 71-36-3 
PRTR 番号 － 
化審法番号 2-3049 

構 造 式 
 

 

分子式 C4H10O 分子量 74.12 
沸点 117.7℃ 1) 融点 －89.8℃ 1) 
蒸気圧 7 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 3.03 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 0.88 3) 水溶性 63.2 g/L（25℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50   790 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 8,000 ppm (24,000 mg/m3 )（4h）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、30、125、500 mg/kg/day を 13 週間（7 日/週）強制経口投与した結果、500 mg/kg/day
群の雌雄で 8 週目以降から運動失調及び活動低下を一貫して認めた。また、125 mg/kg/day 以

上の群の雌で 6 週間後に赤血球数、赤血球沈殿容積の有意な減少を認めたが、これらの値は

対照群と比べて 3～5％のわずかな差しかなかっただけでなく、13 週間後には対照群と同程度

であった 6) 。この結果から、NOAEL は 125 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0.09、22 mg/m3 を 92 日間連続吸入させた結果、4 週間後に 22 mg/m3 群で血中 RNA

及び DNA の減少、白血球輝度の増加、アミラーゼ活性上昇、カタラーゼ活性低下、睾丸、脾

臓及び甲状腺の血液・組織関門における本物質の浸透性の増加を認めたとする報告があり、

NOAEL は 0.09 mg/m3 とされている 7) 。 
・モルモットに 308 mg/m3 を 64 日間（4 時間/日）吸入させた結果、308 mg/m3 群で赤血球数及

びリンパ球数の減少、肺の出血、肝臓及び腎臓の初期変性を認めた 8) 。この結果から、LOAEL
は 308 mg/m3（暴露状況で補正：51 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雌ラットに 0、10,600、18,200、24,200 mg/m3 を妊娠 1 日目から 19 日目まで吸入（7 時間/日）

させた結果、母ラットでは 18,200 mg/m3 以上の群で摂餌量の減少、24,200 mg/m3 群で約半数

に麻酔、体重増加の抑制を認め、胎仔では 18,200 mg/m3 以上の群で低体重、24,200 mg/m3 群

で骨格奇形（主に頸肋痕跡）の発生率に増加を認めた 9) 。この結果から、NOAEL は 10,600 
mg/m3（暴露状況で補正：3,090 mg/m3）であった。 

・雌ラットに 0、9,090、18,200 mg/m3 を妊娠期間を通して吸入（7 時間/日）させ、雄ラットに

も同じ濃度で 6 週間吸入（7 時間/日）させた後に無処理の雌と交尾させ、得られた仔を選別

して対照群の雌に哺育させて生後 10 日目から 90 日目まで種々の行動試験及び神経化学的試

験を実施した結果、仔の行動の変化や神経化学的変化をほとんど認めなかった 10) 。この結果

から、NOAEL は 18,200 mg/m3（暴露状況で補正：5,300 mg/m3）であった。 
・雄ラットに約 500 mg/kg/day を 4 日間強制経口投与した結果、睾丸の組織や重量に影響はなか
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った 11) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質の蒸気は眼、気道を刺激する。また、短期間の暴露でも中枢神経系に影響を与えるこ

とがあり、高濃度の場合、意識が低下することがある 12) 。 
・本物質を単独で、または他の溶剤とともに使用する労働者について 6 工場で調査した結果、

職場の本物質濃度は 5～115 ppm で、眼の刺激（50 ppm を超えた場合）、不快臭、軽度の頭

痛やめまい、鼻や咽頭の軽度の刺激、指や手の皮膚炎が主な訴えであった 13) 。 
・本物質に暴露された労働者を 10 年間観察した調査では、当初の本物質濃度は 200 ppm かそれ

以上で、角膜の炎症がまれにみられ、週の中頃から眼の灼熱感、かすみ、流涙、羞明が生じ、

週末に近づくにつれて症状はより著しくなった。また、赤血球数のわずかな減少もみられた。

しかし、調査の後期に平均濃度が 100 ppm に低下した後には、全身への影響はみられず、眼

の刺激や不快臭の訴えもまれになった 14) 。 
・ボランティアに種々の濃度の本物質を暴露させた結果、24 ppm の暴露で鼻や咽頭に軽度の刺

激がみられ、50 ppm では全員の眼・鼻・咽頭を著しく刺激し、軽度の頭痛を訴える者もあっ

たことから、好ましくない 15) 。この結果から、LOAEL は 24 ppm（73 mg/m3）であった。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 16) TLV-Ceiling 50 ppm （152 mg/m3）  

 日本産業衛生学会 17) 50 ppm （150 mg/m3） 
（常時この濃度以下に保つこと） 

 
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 125 mg/kg/day（運動

失調及び活動低下）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 13 mg/kg/day を暫定無毒性

量等に設定する。 
吸入暴露については、ヒトの知見から得られた LOAEL 73 mg/m3（鼻・咽頭の刺激）を採用し、

LOAEL であるために 10 で除した 7.3 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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